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長岡技術科学大学の戦略

グローバル化社会をリードする技学のさらなる深化と
情報発信により、本学の研究成果の価値への理解を
広め、技学の概念の普及を促進するとともに、技学の
担い手の育成を通して我が国の産業の技術革新と国
際 向上に貢献する。

昨年度策定した「中長期成長戦略」の実践に
より、社会に不可欠な大学としての存在を目指す。

●高専からの優秀な学生の受け入れとエリート教育を行
うためのVOS特待生制度

●高専と協働教育を行う技術者育成アドバンストコース
●グローバル化を先導するツイニングプログラム、ダブ
ルディグリープログラム、海外実務訓練

●実践的技術者育成のための約５ヶ月間、企業における
実務訓練（グローバル・エンジニア・トレーニング・
プログラム（ＧＥＴ-Ｐ））

●システム安全に基づく安全技術者を育成するためのシ
ステム安全専攻、原子力システム安全工学専攻、安全
パラダイム指向コース、安全安心社会研究センター

●技術を指向した研究（技学）の推進を行う技術開発セ
ンター（産業化された多くの成果）

大学独自の特色と本学が誇る実績 【本学の理念】
本学は、社会の変化を先取りす
る“技学”を創成し、未来社会
で持続的に貢献する実践的・創
造的能力と奉仕の志を備えた指
導的技術者を養成する、大学院
に重点を置いたグローバル社会
に不可欠な大学を目指す。

※「技学」とは
「現実の多様な技術対象を科学
の局面からとらえ直し、それに
よって、技術体系をいっそう発
展させる技術に関する科学」。

－新構想大学として昭和51年に開学 －

【本学のミッション】
実践的・創造的技術者となるための技術専門教育を
修めた高専卒業生を第３学年に編入生として受け入れ、
学部・大学院一貫教育により指導的技術者として社会
に輩出する。
設置の理念とそれに基づく実務訓練（長期インター
ンシップ）をはじめとした数々の特色ある教育プログ
ラムにより、ものづくり指向の高専からの第３学年編
入生が約８割を占めるという他大学にない特徴も相
まって、産業界が求める技学に基づく実践的・創造的
能力を備えた指導的技術者を育成している。

１．技学の教育研究拠点として
の体制強化
時代や社会の変化に対して先取
り型の思考ができる技学の担い手
を育成。未来を先取りする技術や
研究のシーズを見いだし育成する
スキームを進展させる。深化した技
学を修め、分野横断型の思考を有
する人材を育成し、これを長岡ブラ
ンドとして国際的にアピールする。

２．技学の担い手を育成する連携
教育
個々の学生の能力を最大限に発揮さ
せる先導的な教育手法を開発し、未来
社会に不可欠な洞察力や構想力を養成
する。自然や社会を理解するための基
礎学問の本質を追求するとともに、多様
な技術領域へ対応可能な技学の感性を
涵養させ、独創的技術立国を牽引してい
く指導的技術者の育成を目指す。

３．技学を通した社会
貢献と絆の構築
技学を深化するための
連携、本学のステークホ
ルダー（学生、ＯＢ、高専
関係者等）がその必要
性・有効性を明確に認識
できる連携を推進し、本
学のパートナーでありサ
ポーターでもある人々と
の絆を深め、広く社会に
貢献する。

４．技学を核とした国
際連携
“ものづくり”の礎である
技学を核として諸外国との
協力・友好関係を戦略的
に構築し、海外の大学・研
究機関等との強固な信頼
関係に基づいた双方向の
教育連携・共同研究を推
進することにより、世界に
貢献する国際交流を目指
す。

５．技学教育研究の情報システムによ
る高度化
本学の教育、研究、大学運営およびそれら
のサポート体制の高度化、効率化のための
情報システムの構築。本学リソースの見える
化、外部への広報を容易にし、大学運営の
迅速化とコストや労力の削減を促進。さらに、
教育研究における産学・高専連携や国際化
施策などの本学の特色を高度化するための
ネットワークを構築。大学運営の危機管理機
能を高めるための情報システム環境整備を
推進。

６．技学を発信する広報の展開
本学のリソースを適切な人に、適切なタイ
ミングで適切な手法で伝えるための受け手
との相思相愛の広報を目指す。統一感の高
い広報活動で本学の強みを発信し、次代を
担う領域を育成するためのメリハリのある広
報経営を行う。広報手法の開発と広報人材
の育成を通じて本学の使命を遂行するため
の環境整備を行い、技学のすばらしさを世
界に発信し続ける。広報の信頼性と効果を
高め、大学の危機管理を強化するための先
取り型の広報を行う。

１

長岡技術科学大学の特徴

◯長岡技術科学大学は実践的・創造的技術者となるための技術専門教育を修めた高専卒業生を第３
学年に編入生として受け入れ、学部・大学院一貫教育により指導的技術者として社会に輩出するミッ
ションを持ち、昭和51年に開学した。

●当初より、実務訓練、産学連携共同研究制度などを始めるとともに、全国初のツイニングプログラ
ムを始めとする戦略的国際交流、国立大学発ベンチャーの第1号、日本初の安全技術者育成のため
のシステム安全専攻設置など、前例の無い制度、プログラムを次々と先取りしてきている。

◯本学の理念は、「本学は、社会の変化を先取りする“技学”を創成し、未来社会で持続的に貢献す
る実践的・創造的能力と奉仕の志を備えた指導的技術者を養成する、大学院に重点を置いたグロー
バル社会に不可欠な大学を目指します。」であり、このような理念とそれに基づく実務訓練（長期イン
ターンシップ）をはじめとした数々の特色ある教育プログラムにより、ものづくり指向の高専からの第３
学年編入生が多数を占めるという他大学にない受け入れ学生の特徴とも相まって、他大学では実現
が難しい、技学に基づく実践的・創造的技術者の育成という、産業界が求める人材育成を行っている。

●この実務訓練は単なる就職のための就業体験ではなく、大学院進学予定者全員に課し、自らの課

題を見極め、幅広い視野からの総合的な判断能力を涵養する教育プログラムであり、工学知識を実

際の問題に応用する実践的教育プログラムであり、産業活動のグローバル化をにらみ海外にもいち

はやく多くの学生を派遣している。

◯また、近年のグローバル化、産業構造の変化、さらには長岡・豊橋技術科学大学以外の一般大学

における高専卒業生の受け入れ枠の増加、全高専での専攻科設置などの状況変化を受け、本学の

ミッションの明確化とその展開を強化するため、平成23年度に『中長期成長戦略』をとりまとめ、すで
に戦略に基づいた施策を進めている。

２

～ 特徴ある教育研究の実績とその展開 ～



未来社会における“ものづくりの質的変革”に対応できる
実践的技術者の養成に向けて

国際化
○海外大学との共同教育プログラム
○海外実務訓練の拡張
○日本人学生の海外派遣プログラム
○留学生の受入れ拡大

産学共同教育
○異分野融合コース等の拡充
○産学融合キャンパスの形成と学生
の主体的参加
○イノベーション教育手法の 開発

世界で活躍できる人
材の育成

イノベーションを起こすこ
とのできる人材の育成

教 育 研 究
グローバル化への対応 イノベーションの創出

強みのある技学研究分野の強化

○材料
○コントロールシステム
○グリーンテクノロジー
○エネルギー
○システム安全

地域・グローバル社会からの要請を先取りする教育研究

～ 目指す技術者像 ～
☞ 基礎知識と技術スキルが豊富である
☞ 好奇心にあふれ、感受性が豊かで、外向きである
☞ 情報分析能力、自己決定能力と持続的発展能力が豊かである
☞ 戦略性があり、国際感覚と先見性が豊かである
☞ イノベーションを起こすことのできる創造性がある
☞ 率直かつ寛大で、自己変革できる

３

＜ 実践的技術者養成の革新 ＞

技科大・高専・企業・公設試・国研・自治体の融合キャンパス

⇒ イノベーションを指向する持続型の実践的技術者育成の場
⇒ 大学に運営資金の集まる仕組み

イノベーションの湧出
（技学知の実践）

研究・開発資金 研究・開発資金

・産業の創出
・空洞化の克服

・知財管理・活用
・シンクタンク ・キャンパスオフィス

・試作室

パイロットプラント

技科大・高専

・政策に合った
開発

・地方の持続
的活性化 自治体企業

・自立型の持続的
中小企業の育成

大学発ベン
チャー企業

タフな技術者・タフな企
業を育てる融合キャンパ
ス（タフ＝自立・持続型）

～技学パークにおける融合キャンパスのイメージ～

４

＜ 産学官連携の革新 ＞



脳波信号の処理技術により、感情や、情緒を
定量化し、製品化等に広く利用されている。

高速道路の70%以上
がこの技術による舗装

スカイツリーを始め
多くの水族館にこの
技術を採用

技学に基づく多くのイノベーションと、技学の体系構築を目指した、研究開発が行われている。

５

＜ 技学の 創出 ＞

～最近の本学の活躍データから～

材料科学(セラミックス）

世界31位
(国内7位）

オートメーション制御システム

世界160位
（国内5位）

出典：科学技術政策研究所
「研究論文に着目した日本の大学ベンチマーキング2011」調査資料-213

【週刊ダイヤモンド2012/9/29)】

大学総合ランキング
（教育力・就職力・学生獲得力）
国内560大学のうち30位（医療系大学
を除くと14位）

【週刊東洋経済2012/10/27)】

日本の大学ＴＯＰ300
（教育力・就職力・財務力）
国内300大学のうち38位（医療系大学を
除くと29位）

参考

【書誌・引用データベース
（SciVerse Scopus）掲載論文
教員一人あたり論文数
（2007年から2011年）】

国内１０位

【科学研究費補助金 教員
一人あたり配分額（2011年

度）】

国内１３位

世界で

日本で

出典：朝日新聞社
「2013版大学ランキング」

６

論文の被引用数



•社会における技術の要請と学問の意義を認
識する。

•自己の創造性を発揮できる場を模索する。

•実践的な技術感覚を養う。

•多くの大学で取り入れられるようになった「就業体験や進路の模索」のためのインター
ンシップとは目的が異なり、実践的技術者育成のために企業と本学で事前に計画したプ
ログラムを実施。

•大学院での研究活動や就職して実務に就いた際の，技術の創造展開に役立たせる。

•社会性や社交性，協調性を身につける。

•海外においても長期（6か月間）の実務訓練を行い、グローバル技術者の育成プログラ
ムでもある。

実務訓練

目的

特色

７

＜ 技学を担う実践的・創造的技術者の育成 ＞

☞ 国内は約5か月間、海外は

約6か月間の必修科目！

～ 実践的・創造的技術者育成のための最重要教育プログラム ～

特色ある教育システム・プログラム

●高専と本学が協働して、グローバルに活躍する未来の「戦略的技術者」を育てることを目的とし
たプログラム

●博士課程では、修士課程までの学問分野を超えた融合的・学際的専攻を設置（エネルギー・環
境、情報制御、材料、生物統合）

●全学的研究プロジェクトや技術開発センタープロジェクトに学生を積極的に参加させ、研究能力
の高度化や実践的・創造的能力を養成

●大学院に特別コースを設け、グローバルに活躍し、イノベーションを起こすことのできる技術者
を育成

●飛び級・早期修了の実質化と、それを促進する第３学年編入生の「みなし単位」の個別認定

●各企業の希望に応じて必要な科目を履修するスキルアップを目的とした、社会人向け「オー
ダーメイド工学教育プログラム」

◯社会の多様化とグローバル化の進展に対応

した戦略的技術者育成 H22-
（高専と協働する技術者育成アドバンストコース）

◯国際大学（県内私立大）との連携により、ＭＢＡ

＋工学博士のプログラム（H25協定締結）

◯学習サポーター制度による教育力の進化 H21-
◯GPGPU実践教育によるハードウエア指向型ＩＴ

人材育成 H23-

◯産学融合トップランナー発掘・養成システム

（テニュアトラック）H19-

●異分野チーム編成融合型グローバルリー

ダー養成H20-

●安全パラダイム指向博士育成基盤教育推進

事業 H22-

●環太平洋新興国との高度な双方向連携教育

研究による持続型社会構築のための人材育

成・新産業創出拠点形成 H23-

人材育成プログラム（最近の事例）

８
高専と協働する技術者育成
アドバンストコースの例



卒業生・修了生の活躍

産業界の主に技術部門において、技術イノベー
ションの創出に携わり、産業活性化、国際的な競
争力の増強に貢献する技術者を輩出している。

例えば、

(1) 世界で7割のシェア―を持つ製品の技術開発を行った者
(2) ベンチャー企業を立ち上げ、その技術が文部科学大臣賞を

受賞したもの

(3) ダカールラリー・トラック部門で企業の総責任者となり、優勝
に導いた者など

また、海外進出企業の現地法人社長として活躍し
ている者も多数おり、企業の海外展開に貢献する
技術者も多く輩出している。

このような卒業生、修了生の活躍が、本学の高い就職率に繋がっている。

就職に強い大学
2012読売新聞社発行

就職がすごい！
全国第５位
（96.2％）

㈱ＦＵＣＯ、時田ＣＶＤシステムズ㈱を始め、現在、数多くのベンチャー企業が国内外で活躍！

９

・ 製造業（全体の約７割）を中心とした全国に所在する企業等の技術開発部門の
第一線で活躍。（県内地元企業への就職率は約２割）

ベンチャーで

169人が高専教員として活躍！（23.5.1）高専教員に

・ 本学卒業者が就職した先での離職率と新規学校卒業就職者の在職期間別離
職状況を比較すると、本学学生は飛びぬけて低い入社後の離職率となってる。

（本学卒業者５．２％ ：全国平均２８．８％（２１年３月卒） 本学卒業者調査および厚生労働省サイト資料）

グローバル化の進捗状況

本学特有の留学生受け
入れの３つのパターン

10

＜ 戦略的国際連携 ＞
（平成24年10月1日現在）

留学生数 ：320名
海外学術交流協定締結校 ：89機関



本学では、国立大学法人化以前より海外の大学との協働教育プログラムを開発し、国立大学として初めてツイ
ニング・プログラム（TP）を導入するなど、国際連携教育プログラムの開発・運用においてパイオニアです。ツイニン
グ・プログラムでは、日本語で専門技術が分かる数多くの学生を社会に出し、卒業生の多くが国内企業や現地企
業の指導的技術者として活躍するなど、大きな成果をあげています。

また、大学院生レベルの国際連携として修士・博士課程のダブル・ディグリー・プログラムの協定を締結するなど、
教育の質の保証を確保しつつ、新たな国際連携教育プログラムの構築に取り組んでいます。

○ツイニング・プログラム（学部生対象）
・ベトナムTP
ハノイ工科大学、ホーチミン市工科大学、ダナン大学

・メキシコTP
モンテレイ大学、ヌエボレオン州立大学

・中国TP
鄭州大学

・マレーシアTP
※日本マレーシア高等教育大学連合プログラム

○ダブル・ディグリー・プログラム等（大学院生対象）
・釜山国立大学（韓国） （博士課程）

・ TUD（ドイツ） 〃

・USM（マレーシア） 〃

・グアナファト大学（メキシコ） （修士課程）
※合意済、協定書準備中：チュラロンコン大、

タマサート大（タイ）、・UM、UKM（マレーシア）、
・ハノイ工科大（ベトナム）

○大学院社会人留学生特別コース

発展途上国を対象とした社会人教育コース

ツイニング・プログラムにおける
教育を効率的に運用する、多言
語工学用語対訳辞典（8言語）
と独自開発教材

11

国際連携教育

地域・社会との連携実施状況

●包括協定／連携・協力協定
長岡市、小千谷市、三条市、見附市、燕市、魚沼市等の近隣７自治体（予定含む）

第四銀行、北越銀行、大光銀行 他４金融機関
日本原子力研究開発機構、国土交通省北陸地方整備局
長岡市内３大学１高専（長岡造形大、長岡大、長岡高専）

●高校との連携
ＳＳＨへの協力、高校生講座、高校理科教員研修、工業高校教員研修 等

●地域への発信
｢テクノ探検隊」（地元テレビ局との共同企画プログラム）
（小学生の理科離れへの取組みと一般市民への研究室情報の発信）
技大祭、国際祭り、桜祭り、クラブ活動を通じた活動 等

●その他
公開講座、技術開発懇談会、高度技術者研修
まちなかｷｬﾝﾊﾟｽ（まちなか大学、まちなかカフェ）
地域人材育成事業「長岡ものづくり開発設計人材育成プロジェクト」、「長岡モノづくりアカデミー 開発設計コース」 等

12

＜ 地域社会との連携 ＞

～ 各種連携・発信による地域貢献の深化 ～
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